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9Be＋n → 24He＋2n－2.5 MeV （１４）
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ブランケットは，20 cm厚の LiPb と Be によるトリチウム


























い，TFコ イ ル の 最 大 磁 場 は，	








































ンケットカセット重量は水を抜いても 730 ton ある．ブラ
ンケットカセットを移動するときは油圧ジャッキで車軸径






































る．トリチウム増殖材は濃縮6Li を用いた Pb-17Li であ
る．General Atomics 社では一時期，ST炉の研究を行って






2.1 T，29 MA，	3 GW（ブランケットも含め
た全核発熱量は 3.4 GW），	4 MW/m2 であり，















図７ SlimCSでのブランケット交換台車の概念図［１２］． 図８ ARIES-STの概念図［１６］．
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30 MWのNBI と 30-50 MWのECHを想定している．定常
運転時の電流駆動に必要なパワーは 3MW程度と少な










m，0.8 m，，κ=3.2，3.6 T，	8.4 MA，

152 MW，10.8 keV，1.3×1020 m－3，となっ
ている．加熱と電流駆動は，330 keV，61 MWのNBI を想
定している．基本構造のコンセプトはARIES-ST とほぼ同
























元 は，4.5 m，2.5 m，，κ=2.5，
，
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